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［背景・ねらい］ 
本県のニホンナシの栽培においては、高樹齢化や土壌環境の悪化、激しい気象変 

動等の要因による樹勢低下とそれに伴う収量低下が問題となっており、改植が課題 

である。これまで県内ではヤマナシ台木の苗が利用されてきたが、耐乾性に優れる 

ホクシマメナシや発根量が多いマメナシを産地の土壌・気象条件や作型に合わせて 

用いることによって生産性を改善できる可能性がある。そこで各台木品種の活用場 

面を検討するため、幼木期の樹体生育特性を把握する。 

 
［成果の内容］ 
１． 本試験の供試樹は露地根域制限栽培圃場（幅 2m、深さ 20 ㎝、樹間 2m）において 
2016 年 11 月に 2 年生「幸水」の苗を定植し、2 本主枝仕立てで栽培した。4 年生（2018 
年）までは未着果で管理し、5 年生（2019 年）から着果させて管理した。 

２．ホクシマメナシ台、マメナシ台はヤマナシ台より総新梢長が長く、幹周が肥大す  
る。いずれの台木においても着果年の新梢の増加率は未着果年に比べ低下する（表  
１）。  

３．ホクシマメナシ台、マメナシ台は予備枝から発生した花芽着生率がヤマナシ台より  
低い。また、着果年はいずれの台木においても二次伸長発生率が低下する（表２）。 

４．ホクシマメナシ台、マメナシ台は未着果年の耐凍性がヤマナシ台より低いが、着果  
年は台木ごとに大きな差は見られない（図１）。  

５．ホクシマメナシ台、マメナシ台はヤマナシ台より開花始期が早い。また、ホクシマ  
メナシ台、マメナシ台は短果枝における花径がヤマナシ台より小さい（表３）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 
１．本成果はニホンナシ「幸水」の台木の選定のための基礎資料とする。 
 
  



 

［具体的なデータ］ 
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表１ 台木の違いが「幸水」の樹体生育に及ぼす影響（2018-2020 年） 

表３ 台木の違いが「幸水」の開花に及ぼす影響（2019-2020 年）

表 2 台木の違いが「幸水」の予備枝先端の新梢形質に及ぼす影響（2018-2019 年） 

注１）腋花芽を採取し、12 月から 2 月までは-10℃、3 月は-5℃で低温処理を 16 時間行った。 
注２）エラーバーは標準誤差を示す。 

図 1 台木の違いが「幸水」の花芽の耐凍性に及ぼす影響 
（左：2018-2019 年 左：2018-2019 年）

年 花径 花数 花径 花数
（㎜） （個/花そう） （㎜） （個/花そう）

ヤマナシ 4月6日 4月8日 45.4 8.6 44.9 8.7
ホクシマメナシ 4月2日 4月4日 43.9 8.0 45.2 8.4
マメナシ 4月5日 4月7日 43.6 7.9 43.8 8.3
ヤマナシ 4月3日 4月5日 44.6 8.5 42.3 8.8
ホクシマメナシ 4月1日 4月4日 40.9 8.2 41.8 8.8
マメナシ 4月2日 4月5日 41.9 8.2 41.7 8.8

2019
（5年生）

2020
（6年生）

始期 盛期
台木

開花期 腋花芽短果枝

平均新梢⻑ 芽数 花芽数 花芽着生率 ⼆次伸⻑発生率 ボケ芽発生率
（㎝） （個/本） （個/本） （％） （％） （％）

ヤマナシ 79.4 18.8 16.3 87.0 18.8 0.7
ホクシマメナシ 92.5 19.7 15.3 77.4 15.0 5.3
マメナシ 77.1 18.0 15.4 85.6 8.0 2.4
ヤマナシ 107.7 20.3 14.8 73.2 5.6 3.8
ホクシマメナシ 111.0 18.8 7.3 33.5 0.0 3.4
マメナシ 92.0 18.5 10.8 50.9 6.3 5.2

2018
（未着果年）

2019
（着果年）

年 台木

総新梢⻑（前年⽐） 幹周 総新梢⻑（前年⽐） 幹周 総新梢⻑（前年⽐） 幹周
（cm） （cm） （cm） （cm） （cm） （cm）

ヤマナシ 1941.3（3.0） 15.5 3943.3（2.0） 19.5 3019.5（0.8） 23.2
ホクシマメナシ 2742.5（3.4） 17.9 4909.3（1.8） 21.9 4695.8（1.0） 27.1
マメナシ 3261.8（3.4） 18.8 6706.8（2.1） 23.7 6605.5（1.0） 28.7

台木
4年生（2018年） 5年生（2019年） 6年生（2020年）

着果年未着果年

注）花径は開花した花の左右横幅の⻑さ。 


